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２０００年１２月から２００１年１月にかけて実施された白鳳丸ＫＨ００－５航海レグ２、３（Aden New 
century Cruise）により、アデン湾リフト系の全貌が始めて明らかにされた。 

 
 
白鳳丸ＫＨ００－５航海レグ２、３（”Aden New Century Cruise”、２０００年１２月４日～２００１年１月１

２日）において、東大海洋研白鳳丸により、アデン湾リフト系の観測を実施した。実施した観測項目は、シービー
ムによる地形マッピング（同時に重磁力観測を実施）、岩石採取、ピストンコア（１５ｍ）による堆積物採取、Ｃ
ＴＤ採水、ＯＢＳ１０台による海底地震観測および地殻構造探査、マルチチャンネル反射法地震波探査、ＯＢＥＭ
に５台による上部マントル電磁気構造探査である。以下に、研究成果の概略を列挙する。 

（１）アデン湾は約２０００万年前にアフリカ大陸とアラビア大陸の分裂によって形成された地球上の最も若
い大洋底の一つである。本航海で実施された２０ｋＨｚ高解像度シービーム地形探査によってアデン湾内の中央海
嶺リフト系の全貌が始めて明らかにされた。両側拡大速度２ｃｍ／年弱の超低速拡大を行っているアデン湾リフト
系は約３０ｋｍ長のセグメントに細かくわかれたかい海嶺－トランスフォーム断層系を構成する。リフト中心部の
水深は、湾口部（東経５０度３０分）の３５００ｍから湾奥部アデン沖（東経４５度４５分）の１０００ｍまで湾
口から湾奥にかけて浅くなる。さらにその東方湾最奥部（東経４４度）に向けては水深を増し、１６００ｍとなる。
リフト中軸部最浅部（東経４５度４５分）には、現在活動的であると推定される２つのピークをもった大型の火山
が存在し（アデン新世紀海山と命名）その最浅部は水深５００ｍに達する。アデン新世紀海山の周辺（半径３０ｋ
ｍの範囲内）には数１０の比高１００～２００ｍの火山がみられる。Schilling et al. (1992)によるリフト内部
の玄武岩の同位体組成にはアデン新世紀海山近辺に顕著な同位体異常が見られ、これらの火山群がマントルプ
リュームの活動によりもたらされたものであると考えられるので、我々は、この火山群をアデン新世紀ホットス
ポットと命名した。本航海では、アデン新世紀ホットスポットを中心にリフト軸部、リフト壁など面的な岩石採取
を行っているので、今後の解析によりマントルプリューム活動の時空的変化の復元を行う予定である。 

（２）ＣＴＤ採水によりアデン新世紀海山上およびその周辺リフト軸部で顕著な熱水活動の兆候をつかむこと
に成功した。 

（３）湾央部（東経４９度）のセグメントをターゲットに１０台のＯＢＳを展開し、本セグメントの微小地震
活動観測（２０日間）を実施した。同時にエアガンのシューティングを行い、地殻構造探査も実施した。 

（４）湾口部 East Sheba Ridge においてリフトを横切る形で５台のＯＢＥＭ観測（約２５日間）を実施した。 
（５）アデン湾奥のエチオピアアファール地域は人類化石の多産地域として知られる（３４０万年前の

Australopithecs afarensis、４４０万年前のArdipithecus ramidus、２０～３０万年前の初期Homo sapience な
ど）。本航海では、deMenocal, Tamaki et al. (1998)によるＯＤＰ深海掘削プロポーザル「人類進化と気候変動」
の事前調査としてマルチチャンネル地震波探査、ピストンコアによる１５ｍ長のコア採取（４地点）を掘削予定点
で行った。 


